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　２月２日（月）、都ホテル京都八条にて、2025年度親和会海外研修奨学金（春期）・学生活動奨励金の授
与式と親和会優秀者表彰式を開催しました。（親和会海外研修奨学金（夏期）の授与式は昨年の７月30日
（水）に深草キャンパスで行いました。）
　海外研修奨学金は、国際社会で活躍できるグローバル人材の育成を目的として設けています。募集は、
第１学期（夏期）と第２学期（春期）の年２回実施し、書類審査、面接審査を経て決定します。第１学期（夏
期）には１名が奨学金を受け、夏期休暇中に海外での研修に取り組みました。今回、第２学期（春期）では
３名が春期休暇中に海外へ赴き、研修を行います。

　�　学生活動奨励金は、学生の自主的かつ積極的な活動を推奨することを目的として設けています。
2025年度は、最優秀賞３団体、優秀賞２団体、特別賞１団体の合計６団体が選ばれました。

　�　なお、親和会優秀者表彰制度は、今年度から、これまでよりもさらに学生の自主的な学修および活
動を応援する制度に変更し、自薦、他薦多くの素晴らしい活動のご応募をいただきました。その中から、
20の個人・団体を表彰し、今回の表彰式は卒業年次生を対象に行いました。在学生の表彰式は保護者
懇談会京都会場・滋賀会場で行う予定です。

　受賞者については、４ページ以降をご覧ください。

　授与式・表彰式では、梶脇裕二学生部長に海外研修奨学金、学生活動奨励金の選考結果とともに、各
奨学生の研修計画の素晴らしさや各団体の成績等の発表をしていただき、選考の講評をお話しいただき
ました。賞状授与の後、海外研修奨学生を代表して国際学
研究科の古殿幸夢さんと、学生活動奨励団体を代表して吹
奏楽部の立川大稀さん、優秀者表彰受賞者を代表して、龍
大ボラセンの蔵本千優さんから喜びの声、これからの活動
についての抱負など頼もしい挨拶がありました。また、杉
田善教親和会長からは学生達に活動に対する賛辞と今後へ
の期待の言葉を贈りました。

2025年度親和会海外研修奨学金（春期）・
学生活動奨励金授与式、親和会優秀者表彰式 ご報告
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■受賞者・団体一覧

親和会海外研修奨学生
第 1 学期（2025 年夏期）

学部・研究科 氏名 コース 研修先 研修テーマ 研修期間

文学研究科 佐々木順蓮 研究 イギリス・ドイツ 欧州における浄土真宗の受容に関
する調査 8 月 31 日～ 9 月 11 日

第 2 学期（2026 年春期）
学部・研究科 氏名 コース 研修先 研修テーマ 研修期間

国際学研究科 古殿　幸夢 研究 ニュージーランド

「Education of ethnicity
 language;Maori in New Zealand-
Focus on Maori Elementary 
School,Kura Kaupapa Maori-」
とその概要

2 月 13 日～ 26 日

国際学部 北村　歩夢 自己研鑽 アメリカ 「国際会議 HPAIR」とその概要 2 月 5 日～ 9 日

国際学部 中村　伊吹 自己研鑽 マレーシア 他民族社会マレーシアにおける
食文化の共存と相互作用 2 月 3 日～ 7 日

親和会学生活動奨励団体
賞 サークル名 主な成績・活動

最優秀賞

学術文化局 吹奏楽部 第 73 回全日本吹奏楽コンクール金賞【 6 大会連続金賞受賞】
第 48 回全日本アンサンブルコンテスト金賞【 3 大会連続金賞受賞】

体育局 柔道部【女子】
第 34 回全日本学生柔道優勝大会女子 1 部 5 人制団体戦第 5 位
第 17 回全日本学生柔道体重別団体優勝大会女子 7 人制団体戦第 5 位
第 32 回関西学生柔道優勝大会女子 1 部 5 人制団体戦優勝

体育局 端艇部

第 76 回朝日レガッタ
　一般男子クォドルブル第 2 位、一般男子エイト第 2 位、
　一般女子クォドルブル第 2 位
第 103 回全日本選手権大会
　男子軽量級ダブルスカル第 7 位、女子軽量級ペア第 5 位、
　男子舵手付きフォア第 5 位　ほか

優秀賞

体育局 女子ソフトボール部

第 56 回春季関西学生ソフトボールリーグ戦 1 部
　第 3 位
第 56 回秋季関西学生ソフトボールリーグ戦 1 部
　第 1 位【 20 年ぶり優勝】

一般同好会
スポーツチャンバラサークル龍刃会

第 32 回全日本学生大会
　＜個人＞ 5 部門優勝、男子・女子 S クラス優勝
第 11 回近畿学生大会
　男子団体戦優勝、女子団体戦優勝、〈個人種目〉優勝 5 件
第 17 回関西北陸中四国大会
　女子団体戦優勝、〈個人種目〉優勝 4 件

特別賞 学術文化局 美術部あーちすと会
飲酒運転根絶啓発活動ならびに啓発ステッカーデザイン
活動に対して、伏見警察署から感謝状を授与され、朝日新聞にも掲
載された
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親和会優秀者表彰制度
賞 氏名・団体名 学部・研究科 主な成績・活動

優秀賞

野村　雅人 政策学部１年 学友会体育局　全日本学生バドミントン選手権大会
混合ダブルス第 3 位

萩原　祐希 国際学部４年 学友会体育局　全日本学生バドミントン選手権大会
男子シングルス第 3 位

田邉　裕美 国際学部４年 学友会体育局　全日本学生バドミントン選手権大会
女子ダブルス優勝、混合ダブルス第 3 位

中出　すみれ 法学部４年 学友会体育局　全日本学生バドミントン選手権大会
女子ダブルス優勝、女子シングルス準優勝

竹内　真那 経営学部４年 学友会体育局　全日本学生バドミントン大学対抗戦優勝（主将）

金廣　真季 経済学部３年
学友会体育局　全日本学生バドミントン選手権大会
女子シングルス第 8 位
全日本学生バドミントン大学対抗戦優勝

市川　翔太 政策学部２年 学友会体育局　ラグビー U20 日本代表（2025 年５月）に選出

北川　花音 法学部２年 フジテレビ主催「第５回学生アナウンス大賞」アナトレ賞受賞

羽渕　有稀 法学研究科
修士１年

比較政治学、現代中東政治の研究活動。国際学会 IPSA での英語プレ
ゼンテーションならびに査読付き学術誌『アジア経済』で論文掲載
採択（2026 年３月出版予定）

吉田　凪那 経営学部３年 正課・研究活動ならびに 2025 年度日本公認会計士試験合格

経営学部
竹谷ゼミ

（和束茶パンチーム）
経営学部３年

正課・研究活動。和束町での地域産業振興に寄与。
経済産業省近畿経済産業局主催「守・破・離 KANSAI 学生ビジネス
アイデアコンテスト 2025」において優秀賞を受賞

奨励賞

亀井　遊学 国際学研究科
修士２年 「節談説教」研究、童話の創作活動と発表、各種出版物への寄稿

石河　知樹 農学部３年
中学生からカメラ撮影の活動を始め、SNS に流されない独自の視点
を獲得し表現する力を探求。京都新聞主催の読者写真コンテスト「大
好き !! 京滋の風景」で最優秀賞受賞。「5 年間夢にまで見た光景」

𠮷田　伊織 政策学研究科
修士２年

大学２年生から宇治市消防団に参加し、広報担当としての SNS 活動、
記録のための撮影、地域での警備、防災、啓蒙活動などに貢献。市
長精勤賞受賞

にじ LOVE － SOGI ／ LGBTQ ＋のアライ啓発活動

法学部
浜井ゼミ 法学部３年 正課・研究活動。インターカレッジ刑事法討論会にて「人質司法を

解消するための政策」をテーマに報告し 2 位入賞

龍大ボラセン －
障がいの有無や年齢に関係なく競い合い交流できる「ボッチャ」を
広げたいとの思いからチームを組み、西日本大学選手権に出場し、
準優勝

華舞龍 一般同好会 「おの恋おどり」や「日本ど真ん中祭り」などを中心に祭りに参加す
ることを目的に活動。各祭りの部門で受賞

政策学部
阿部ゼミ 政策学部３年

正課・研究活動。建築学会（会員数 3.7 万人）における学生向け設
計競技（コンペティション）「アーバンデザイン甲子園」準優勝（優
秀賞）・審査員特別賞ダブル受賞

政策学部
石原ゼミ 政策学部３年

正課・研究活動。徳島県阿南市や京都市の小学校等を対象に延べ 40
校以上で、防災教育出前授業を実施。令和７年度１・17「ぼうさい
甲子園」の大学生部門で優秀賞（全国第２位）受賞
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2025年度　海外研修奨学生　受賞者コメント

　このたびは、2025年度 龍谷大学親和会海外研
修奨学生に採用いただきまして、誠にありがとう
ございます。私は真宗聖典のドイツ語訳に関する
研究をしております。
　今回の研修では、イギリスにて開催されたヨー
ロッパ真宗会議に参加した後に、ドイツ・恵光寺
に調査のため滞在しました。国内外の僧侶・研究
者・門信徒との交流を深めることができ、また日
本国内で入手が出来なかったドイツ語訳の資料を
入手することが出来ました。真宗のご縁を少しで
も広げ、深めていけるようにこれからも研鑽し続
けたいと思います。

海外研修奨学生　第１学期（2025年夏期）

文学研究科修士課程２年

佐々木 順蓮さん　 研修先  イギリス・ドイツ

海外研修奨学生　第２学期（2026年春期）

国際学研究科修士課程１年

古殿　幸夢さん　研修先  ニュージーランド
　2026年の春休みを利用して、ニュージーランド
における先住民族マオリの小学校教育について研
究します。教育を通じて文化や言語がどのように
継承されているのかを学びます。貴重な機会をい

　この度は、海外研修奨学生として貴重な機会を
お与えいただき心より感謝申し上げます。私は多
民族国家マレーシアの食の共存をテーマに研究を
してまいります。今回の経験や学びを将来携わる

　この度は、2025年度海外研修奨学生としてご採
用いただき、誠にありがとうございます。奨学金の
ご支援を賜り、ハーバード大学で開催されるHPAIR

（Harvard Project for Asian and International 
Relations）に参加できることを大変光栄に存じま
す。本国際会議において積極的に議論と交流を重
ね、国際的視野と専門的知見を一層深めるととも
に、その成果を将来の大学院での研究・学修へと
還元してまいります。

海外研修奨学生　第２学期（2026年春期）

国際学部４年

北村　歩夢さん　 研修先  アメリカ

海外研修奨学生　第２学期（2026年春期）

国際学部４年

中村　伊吹さん　研修先  マレーシア

食文化研究に活か
していきたいと思
います。

ただき、心より感
謝申し上げます。
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2025年度　親和会学生活動奨励団体　受賞団体コメント

最優秀賞

学術文化局　吹奏楽部
　最優秀賞の受賞大変嬉しく思っております。
全日本アンサンブルコンテスト、全日本吹奏楽
コンクールで金賞を受賞するなど、多くの成果
を収めることができました。支えてくださる皆
様への感謝を胸に、2026年も更なる高みを目指
して精進してまいります。

最優秀賞

体育局　柔道部【女子】
　この度は最優秀賞を授与いただき、誠にあり
がとうございます。柔道部は、団体戦での日本
一を目標に日々鍛錬しています。支えてくださ
る皆様への感謝を胸に、応援され愛されるチー
ムとして、日本一・２冠達成という結果で恩返
しができるよう全力で取り組んでまいります。
　今後とも温かいご声援のほど、よろしくお願
いいたします。

最優秀賞

体育局　端艇部
　このたび端艇部として最優秀賞を受賞するこ
とができ、部員一同心より感謝申し上げます。
　昨年に創部130周年を迎えた伝統を胸に、日
頃より応援してくださる指導者・関係者・保護
者の皆様への感謝を忘れず、チーム一丸となっ
て日本一を目標に競技に励んでまいります。
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2025年度　親和会学生活動奨励団体　受賞団体コメント

優秀賞

体育局　女子ソフトボール部
　この度は優秀賞を受賞できたこと大変嬉しく
思います。学校関係者の方や保護者の皆様方の
支えがあってこその受賞です。この場を借りて
感謝申し上げます。これから私たちは、全国大
会で勝ち進めるチームになるべく、選手同士で
コミュニケーションをとって貪欲に練習に励ん
でいきます。応援よろしくお願いいたします。

優秀賞

一般同好会　
スポーツチャンバラサークル龍刃会
　この度は優秀賞を受賞でき、大変喜ばしく思
います。2025年の成果を2026年も維持できるよ
う精進し、龍刃会がさらに発展し、飛躍する一
年にしていきたいと考えています。龍刃会一同
さらなる努力を重ねてまいります。

特別賞

学術文化局　美術部あーちすと会
　特別賞を授与いただきありがとうございま
す。本会は一人一人が自分らしさを大切にし、
互いに刺激しあいながら成長を楽しむ場として
活動しております。今後も挑戦を続け、個人と
団体の表現の幅を広げ精進してまいります。
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2025年度　親和会優秀者表彰制度　受賞者コメント

優秀賞

国際学部４年　萩原　祐希さん
　この度は、このような素晴らしい賞をいただき、あり
がとうございます。受賞できたことを大変うれしく思い
ます。卒業後も龍谷大学で学んだことを大切にし、責任
をもって努力を続けていきたいです。

優秀賞

国際学部４年　田邉　裕美さん
　このたびは親和会優秀賞をいただき、大変光栄に思い
ます。私自身は今後も競技を続けるため、支えてくださ
る方々に結果で恩返しができるよう、日々努力してまい
ります。

優秀賞

法学部４年　中出　すみれさん
　このような素晴らしい賞をいただき、大変光栄です。
周囲の方々の支えに感謝し、龍谷大学バドミントン部で
培った経験を活かして、今後も競技に真摯に取り組んで
いきます。

優秀賞

経営学部４年　竹内　真那さん
　親和会優秀賞をいただき、ありがとうございます。バ
ドミントン部で得た経験は私の大きな糧です。支えてく
ださった皆様への感謝を忘れず、今後は新たな目標に向
かって頑張っていきたいと思います。

優秀賞

経済学部３年　金廣　真季さん
　この度はこのような素晴らしい賞を頂き、心より感謝
申し上げます。日頃より、ご指導してくださった皆様、
支えてくださる皆様のお力があってこその受賞です。こ
れからも感謝の気持ちを忘れず、努力を重ねてまいりま
す。

優秀賞

政策学部２年　市川　翔太さん
　このような賞を授与いただき、大変光栄に思います。
今回の受賞に慢心することなく、一個人として謙虚な姿
勢を忘れず、今後も自己研鑽に励み、さらなる成長を目
指して努力を重ねていきたいです。

優秀賞

　大会の結果を元に優秀賞をいただきとても嬉しく思い
ます。こういう賞をいただいたことで、１年間頑張って
きてよかったなと思いました。今後は更に上を目指し団
体、個人どちらも優勝できるようにこれからも努力した
いと思います。

政策学部１年　野村　雅人さん

優秀賞

　このたび、親和会優秀賞を受賞することができ、大変
うれしく思います。今後も一つ一つの経験を大切にしな
がら、アナウンスに対して努力を続けていきたいです。
今回の受賞を励みに、これからの活動にも前向きに取り
組んでいきます。

法学部２年　北川　花音さん

優秀賞

法学研究科修士１年　羽渕　有稀さん
　この度は、親和会優秀賞を賜ることとなり、大変光栄
に思います。日頃よりご指導いただいている先生方や研
究環境に支えられていることに感謝し、今後も研究活動
に真摯に取り組んでまいります。

優秀賞

経営学部３年　吉田　凪那さん
　このたびは、このような素晴らしい賞をいただき、大
変嬉しく思います。日々の勉強の成果が実を結び、公認
会計士試験に合格できた喜びを改めて感じております。
今後はこの受賞を励みに、さらなる高みを目指してまい
ります。
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優秀賞

経営学部３年　経営学部竹谷ゼミ（和束茶パンチーム）
　このたび優秀賞を受賞でき、大変光栄に思います。サ
ポートしていただいた竹谷先生や、チームの仲間、関係
者の皆様に深く感謝申し上げます。今後はこのビジネス
アイデアを実現できるよう、さらに精進してまいります。

奨励賞

農学部３年　石河　知樹さん
　フォトコンでの受賞を通して、自分の視点や表現が評
価されたことを大変うれしく思います。支えてくれた家
族、友達に感謝し、これからも挑戦を続けます。

奨励賞

政策学研究科修士２年　𠮷田　伊織さん
　この度は栄誉ある奨励賞を賜り、大変光栄に存じます。
宇治市消防団において「自分たちのまちは、自分たちで守
る」をモットーに活動を続けてまいりました。昨今の激甚
化する災害において、地域防災力の中核である消防団は
日々重要度が増しております。今回の受賞を励みに就職後
も退団することなく、消防団活動に精進して参ります。

奨励賞

にじLOVE
　このたびは奨励賞をいただき、大変うれしく思ってお
ります。私たちのLGBT課題に向き合う取り組みを評価
していただいたことを励みに、今後はよりLGBTQ課題
への理解を増やせるよう、継続的に問題意識を持ちなが
ら実践していきたいと考えています。

2025年度　親和会優秀者表彰制度　受賞者・団体コメント

奨励賞

国際学研究科修士２年　亀井　遊学さん
　この度は、ご縁をいただき親和会奨励賞を賜りました。
ありがとうございます。これからも「あたたかなこころ」
をテーマに童話を創作し、生きとし生けるものへの慈し
みや憐れみの気持ちをお伝えできればと思います。

奨励賞

　親和会様より奨励賞をいただき大変嬉しく光栄に思い
ます。今回いただいた賞を自信とし、より一層これから
のゼミ活動をメンバーと共に協力して取り組んでいきた
いです。今後とも温かく見守っていただけると幸いです。

法学部３年　法学部浜井ゼミ

奨励賞

龍大ボラセン
　今回このような賞を受賞でき、大変光栄に思います。
年齢・性別・障害の有無に関わらず競える『ボッチャ』
の魅力を、今後も多くの人に届けられるよう、精力的に
活動していきたいです。そして、『ボッチャ』の輪が広がっ
ていくことを期待しています。

奨励賞

政策学部３年　政策学部阿部ゼミ
　奨励賞を授与いただき、ありがとうございます。日々
大変ながらも積み重ねてきた努力が形となり、このよう
な賞をいただけたこと大変光栄に思います。阿部ゼミ
ナールで培った学びや経験を、今後も活かしていきたい
と思います。

奨励賞

政策学部３年　政策学部石原ゼミ
　このたびは、防災を軸としたゼミ活動を評価いただき、
誠にありがとうございます。石原凌河先生ならびに先輩
方のご指導に深く感謝し、私たちの学びや経験を後輩へ
継承しながら、社会に貢献できる活動や研究を今後も継
続してまいります。

奨励賞

一般同好会　華舞龍
　よさこいサークル華舞龍です。親和会奨励賞をいただ
きありがとうございます。仲間と共に練習を重ねてきた
日々を評価していただきとても嬉しく思います。各地の
よさこい祭りに参加しているので、ぜひ会場で私たちの
演舞をご覧ください。よろしくお願いいたします。
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2025年度（2026年２月16日現在）の申請・助成は次の通りです。
種類 申請者・団体名 申 請 内 容 助成金額

教育研究助成 初修外国語コンテスト実行委員会 初修外国語コンテスト 300,000 

教育研究助成 農学部 海外農業体験実習（タイ・ハワイ） 179,850 

教育研究助成 文学研究科/実践真宗学研究科 真宗伝道学特殊研究－欧州における真宗伝道の
実践的研究研究（現地研修） 231,440 

教育研究助成 短期大学部 社会福祉実習（国際福祉実習） 41,550 

教育研究助成 短期大学部 特別講座（海外研修） 15,920 

教育研究助成 農学部 龍谷大学・NPO法人日本料理アカデミー
シンポジウムの開催に伴う学生負担の補助 200,000 

教育研究助成 図書館 第9回全国学生協働サミット参加 49,880 

教育研究助成 龍谷大学国文学会 『國文學論叢』第71号（100周年記念号）の出版 100,000 

教育研究助成 龍谷大学中世文藝談話会 『古典文藝論叢』第18号の出版 30,000 

特別助成 Ryukoku　Extension　Center 学生ベンチャー事業 350,000 

特別助成 龍谷大学創立記念降誕会協議会 第104回創立記念降誕会 100,000 

特別助成 吹奏楽部 サマーコンサートパンフレット広告 15,000 

特別助成 アメリカンフットボール部 創部50周年記念事業 200,000 

特別助成 バトン・チアSPIRITS 創部50周年記念事業 200,000 

特別助成 端艇部 創部130周年記念事業 50,000 

特別助成 龍谷祭実行委員会 第103回龍谷祭（10/25・26、10/31・11/1・2） 1,000,000 

特別助成 バトン・チアSPIRITS 第26回単独公演　パンフレット賛助広告 20,000 

特別助成 大泉　凌（農学研究科） 2025ACCアジアカヌーマラソン選手権大会 31,000 

特別助成 軟式野球同好会 第48回全国大学軟式野球選手権大会 300,000 

特別助成 吹奏楽部 第52回定期演奏会　パンフレット広告 15,000 

特別助成 仏教学院生会 「佛教学研究室年報」第30号発行 100,000 

特別助成 バトン・チアSPIRITS 第53回バトントワーリング大会 100,000 

特別助成 アイススケート部 第98回日本学生氷上競技選手権大会 150,000 

特別助成 柔道部 柔道を通じての社会貢献活動及び合同強化練習会 250,000 

親和会助成金制度について

　親和会では、学生の自主的な教育研究活動や課外活動を応援するため、「親和会助成金制度」を設けており
ます。学生の方にご案内いただけると幸いです。

教育研究助成
学生個人または団体による自主的な研究活動、主に課題研究発表会の開催や論文集作成等
が対象。
申請（相談）窓口  親和会事務局（深草キャンパス紫英館1階総務課内）

特別助成
全国大会・世界大会出場、周年記念事業等の臨時的な課外活動及び大学事業が対象。
申請（相談）窓口  学生部

※原則として、事業開始前の申請であること。　※助成可否は、親和会常任役員会の審議を経て決定します。
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インターンシップ体験記

経営学部　経営学科　
２年生　

越
こしの

野　瑠
るる

琉さん

－インターンシップに取り組もうと思った動機
は何ですか
　経営学を学ぶ中で、企業の社会的責任に関心を
持ち、企業が実際にどのような取り組みを行って
いるのかを、座学やインターネットで調べるだけ
でなく、実際の体験を通じて学びたいと考えたこ
とがきっかけです。また、「将来は社会に貢献で
きる職業に就きたい」という抽象的な目標を具体
化し、実現するために、今後の学生生活で身につ
けるべき力は何かを知りたいと考え、本インター
ンシップに挑戦しました。
－インターンシップを振り返って感じたことや
実践して良かったことを教えてください。
　私が参加した経済同友会主催のインターンシッ
プでは、実習前に事前学習の時間が設けられてい
ました。そこで実習先での取り組みについて考え
る中で、成功だけを目指すのではなく、挑戦し、
失敗から学ぶ姿勢が大切であると感じました。実
習では、この姿勢を意識して、常に疑問や自分の

意見を持ちながら話を聞き、質問や意見を求めら
れる機会では積極的に発言をしました。その結果、
挑戦力は私の強みであることに気づくことができ
ました。一方で、他大学・他学部の学生との実習
を通して、私にはない力に出会い、今後伸ばすべ
き課題も明確になりました。学外に一歩踏み出し
たからこそ得られた貴重な刺激であったと感じて
います。
－後輩へのメッセージをお願いします。
　インターンシップでは、完璧を目指すよりも、
積極的に挑戦する姿勢が何より大切だと思いま
す。不安や緊張があっても、挑戦を続けることで
苦手意識がなくなり、いつの間にか自信を持って
行動できるようになります。また、学外に出るこ
とは、自身の強みや課題に気づく良い機会にもな
ります。失敗を恐れず一歩踏み出し、多くの人と
出会うことで価値観が変わり、今後の学生生活に
活かせる気づきを得ることができるのではないで
しょうか。

経営同友会インターンシップ
インターンシップ先

サントリーホールディングス株式会社

経済学部　現代経済学科　
２年生　

若
わかやま

山　壮
そうた

汰さん
－インターンシップに取り組もうと思った動機
は何ですか
　私には自信を持って言える将来の夢がまだ無
かったのですが、地元から離れた環境で過ごす
中、かえって自分が住んでいる地域について考え
るようになり、いわゆる地域振興に興味が湧きつ
つありました。そんな中知ったのがこのインター
ンシップで、地域に密着した職業を体験すること
で、興味を深堀できるかもしれないと考えたこと
が動機でした。また、何か新しいことにチャレン
ジするべきかとも考えていたので、それも後押し
となりました。
－インターンシップを振り返って感じたことや
実践して良かったことを教えてください。
　実習では作業のお手伝いに加え、市内の博物館
施設を巡り、その現状を知り、将来存続させてい
く上ですべきことを考える機会を与えられました。
自分で見聞きし、意見を持つことの大切さにも気
付かされました。途中で予定が変わることも何度

かあり、担当の方に助けていただきつつも、臨機
応変に行動する姿勢も身に付いたと思います。実
習に取り組む際に意識したことは、基本的な挨拶
や言葉遣い、分からないことがあれば質問すると
いったことです。実習先の職員の方々やお客様に、
少しでも良い印象を持っていただけるよう心掛け
ました。イベントを運営するお仕事もあり、来場
者にお礼を言っていただいたことでやりがいも感
じられ、良い刺激を受けたと思っています。
－後輩へのメッセージをお願いします。
　インターンシップやその事前学習と事後学習で
は、様々な提出物が課されるのですが、大学の授
業と並行していると期限を忘れてしまうことがあ
るので、しっかり確認しましょう。そして、挨拶
などのマナーや質問といった、基本的なことに気
を付けましょう。当然不安もあると思いますが、
ここでの経験は必ず後に活きてきます。チャレン
ジ精神を大切に頑張ってみましょう。自分へのご
褒美も忘れずに。

インターンシップ先

東近江市役所　博物館構想推進課　
西堀榮三郎記念探検の殿堂
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就職活動体験記

先端理工学研究科 先端理工学専攻 電子情報通信コース　修士２年生　稲
いなだ

田　萌
もえな

菜さん

－就職活動を振り返って感じたことや実践して良
かったこと、印象に残ったことを教えてください。
　様々な職業によって社会が成り立っていること
を、就職活動を通して知ることができました。身
近に利用しているサービスや商品は研究開発や生
産管理、営業など多くの職業の人が関わって提供
されています。会社説明会・インターンシップな
どを通じて、施設や設備を見学し、実際にそこで
働く社員の方とお話しすることができました。就
職活動は将来、自分が何の仕事をして生きていき
たいかを考える為に重要な機会になりました。
－その企業に就職を決めた理由を教えてください。
　高周波の研究開発を通して、レーダ・通信の先
駆者になりたいと考え、就職を決めました。学会
で企業の研究者の方にお声がけいただき、興味を
持ちました。事業所説明会や会社訪問を通じて、
通信インフラだけではなく、災害・宇宙を含む様々
なシーンで社会の安心・安全に貢献する技術開発
をしたいと考えるようになりました。大学で学ん
だ高周波回路の知識と持ち前の行動力で新しい技

術で世界を変えられるようなエンジニアになりた
いと思います。
－就職活動を通じて、親からのサポートや言葉
など感謝していることはありますか。
　就職活動に集中できるように身の回りのサポー
トをしてもらったことに感謝しています。帰宅後
にご飯があることや衣服の洗濯をしてもらってい
ることは私が生活をする上での大きな支えでし
た。選考から外れて上手くいかないことがあって
も、話を聞いてもらうことで、精神を落ち着かせ
て次に進むことができました。
－これから就職活動に臨む後輩へのメッセージ
をお願いします。
　就職活動は自分の将来を考える為に貴重な機会
です。会社説明会やインターンシップに参加する
ことで、様々な業界や業種を知ることができます。
また、今まで持っていなかった視点も持てるよう
になると思います。いざ就職活動を始めるとなっ
たら大学が全面的にサポートしてくれます。皆さ
んの就職活動がうまくいくことを応援しています。

内定先　三菱電機株式会社

農学部　資源生物科学科　４年生　江
えりゅう

竜　優
ゆいと

人さん

－就職活動を振り返って感じたことや実践して良
かったこと、印象に残ったことを教えてください。
　教職課程を取っていたため、教育実習などもあ
り、４年生の５〜７月が人生で１番と言えるぐら
い忙しかったです。インターンシップに行くなど、
実際に足を運んで職場の雰囲気を知ることは、面
接で話す内容にも繋がるので良いと思います。ま
た、公務員試験でも面接は重視されるので、民間
企業やキャリアセンター、併願先の面接を通して
何度も練習を積むと良いと思います。
－その企業に就職を決めた理由を教えてください。
　農学部で学んだ知識を生かせる職業に就きたい
という思いや、多くの人の役に立つ仕事をしたいと
いう思いから公務員を志望していました。最終的な
決め手となったのは、官庁訪問で職員の方のお話
を聞き、実際に農林水産省で働かれている職員の
方の姿を見たことです。国のために働くという規模
の大きさから、全国や海外でたくさんの経験ができ
るのではないかと感じたこと、職員の方の温かさに
触れたことで農林水産省に入省を決めました。

－就職活動を通じて、親からのサポートや言葉
など感謝していることはありますか。
　両親は基本的に自分のやりたいことを応援して
くれていたので、自分のペースで就職活動ができ
たと思います。面接などで忙しくなったときも、面
接の前に応援のLINEをもらうなど、優しく見守っ
てもらいました。最終的に内定の連絡が来たとき
には、家族全員から「おめでとう」と言って喜んで
もらえたので、とても嬉しかったのを覚えています。
－これから就職活動に臨む後輩へのメッセージ
をお願いします。
　私は面接が苦手だったのですが、民間企業の面
接、キャリアセンターでの練習、併願先での面接
など、回数をこなすことで少しずつ型ができて面
接に慣れるようになりました。面接が苦手な人は
多いと思いますが、何度も経験して最後まで粘り
強く受け続ければ、必ず内定はもらえると思いま
す。長期戦になることもあると思いますが、頑張っ
てください。

内定先　農林水産省一般職農業技術系
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Information

2026年度全国保護者懇談会開催日程
今年も京都会場を皮切りに全国29会場で全国保護者懇談会を行います。プログラムやお申込みについて
は４月中旬に保護者ポータルでご案内いたします。
※出席をご希望の場合は、事前のお申込みが必要です。

地域 会場名 日程
北海道 JR タワーホテル日航札幌 ６月23日（火）

宮城 ホテルモントレ仙台 ６月22日（月）

東京 ホテルメトロポリタンエドモント ６月２日（火）

新潟 ホテル日航新潟 ６月３日（水）

石川 ホテル日航金沢 ７月16日（木）

福井 ザ・グランユアーズフクイ ７月17日（金）

長野（松本）ホテルブエナビスタ ７月13日（月）

静岡 ホテルアソシア静岡 ７月７日（火）

愛知 ＡＮＡクラウンプラザコート名古屋 ７月14日（火）

三重 ホテルグリーンパーク津 ７月６日（月）

滋賀 龍谷大学瀬田キャンパス ６月14日（日）

京都 龍谷大学深草キャンパス ５月23日（土）

大阪 帝国ホテル大阪 ７月18日（土）

兵庫 神戸メリケンパークオリエンタルホテル ５月28日（木）

奈良 ホテル日航奈良 ６月11日（木）

地域 会場名 日程
和歌山 ホテルグランヴィア和歌山 ５月25日（月）

島根 松江エクセルホテル東急 ６月25日（木）

岡山 ホテルグランヴィア岡山 ６月１日（月）

広島 ホテルグランヴィア広島 ５月31日（日）

山口 山口グランドホテル ６月９日（火）

徳島 JR ホテルクレメント徳島 ７月８日（水）

香川 JR ホテルクレメント高松 ７月９日（木）

愛媛 ＡＮＡクラウンプラザホテル松山 ６月28日（日）

高知 ザ  クラウンパレス高知 ６月29日（月）

福岡 オリエンタルホテル福岡 博多ステーション ７月２日（木）

長崎 ヒルトン長崎 ７月３日（金）

熊本 ホテル日航熊本 ６月18日（木）

大分 ホテル日航大分オアシスタワー ６月８日（月）

鹿児島 SHIROYAMA HOTEL kagoshima ６月19日（金）

2025年度第2学期（後期）　成績表を保護者ポータルサイトでご確認ください

年2回（3月・9月）、「保護者ポータル」に成績表を通知してい
ます。
第2学期（後期）成績表は、3月中旬以降に開示予定です。
成績を表やグラフで見やすくした「成績表ダッシュボード」
もあわせてご確認ください。

学修状況の確認、親子間のコミュニケーションの一助とな
れば幸いです。

※�保護者ポータルにログイン（サインイン）される場合は、保証人ID
と登録時に設定されたパスワードを半角でご入力ください。

①「授業」タブをタップ

③「成績ダッシュボード」をタップ

②�「成績表」をタップ→
　「学業成績表を出力する」をタップ
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龍谷ミュージアムのご案内

●春季特別展
　2026年４月18日（土）～６月14日（日）
　「京都・真如堂の名宝」

●シリーズ展
　2026年７月11日（土）～８月16日（日）
　「仏教の思想と文化 －インドから日本へ－
　特集展示：仏教美術の聖なる怪物」（仮称）

Schedule［保護者用］　学生スケジュール（学年暦）は保護者ポータルサイトや大学ホームページからご覧ください。

保護者相談窓口のご案内
親和会では保護者（保証人）の皆様の疑問にお応えするため、専用電話とメールアドレスを設けております。
親和会事業についてはもちろんのこと、大学に対する各種お問い合わせ、ご相談、ご要望など、お気軽にお寄せ
ください。

親和会事務局直通電話：075－645－2780　（９時～17時［土・日・祝日、大学一斉休暇日休業］）
メールアドレス：sinwakai@ad.ryukoku.ac.jp

開催日 内　容
５月11日（月） 2025年度 第３回役員会

５月12日（火）～18日（月） 2026年度 第65回定期総会（Web審議）

５月～７月 全国保護者懇談会（全国26ヶ所で開催）

５月23日（土） 全国保護者懇談会（京都会場）

６月14日（日） 全国保護者懇談会（滋賀会場）

７月18日（土） 大学懇談会（全国保護者懇談会大阪会場）

※�親和会員（保護者）の皆様は、保護者ポータルサイトのホーム
画面をご提示いただくことで、同伴者を含めて2名様まで無料
で観覧いただけます。
※�最新情報は龍谷ミュージアムホームページでご確認ください。
混雑時は予約優先となります。

問い合わせ先：龍谷ミュージアム
　　　　　  Tel.075-351-2500
ホームページ：https//museum.ryukoku.ac.jp/

●秋季企画展
　2026年９月19日（土）～11月23日（月・祝）
　「東三河の普門寺さん －1300年の至宝－」（仮称）

●シリーズ展
　2027年１月９日（土）～２月21日（日）
　「仏教の思想と文化 －インドから日本へ－
　特集展示：インド細密画の神やほとけたち
　－畠中光享コレクション－」（仮称）
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親和会・親和会だよりに関するご意見、ご要望などは下記までお寄せください。

ブランドストーリー
世界は驚くべきスピードでその姿を変え、
将来の予測が難しい時代となっています。
いま必要なことは、「学び」を深めること。
「つながり」に目覚めること。
龍谷大学は「まごころある市民」を育んでいきます。

自らを見つめ直し、他者への思いやりを発動する。
自分だけでなく他の誰かの安らぎのために行動する。
それが、私たちが大切にしている
「自省利他」であり、「まごころ」です。
その心があれば、激しい変化の中でも本質を見極め、
変革への一歩を踏み出すことができるはず。

探究心が沸き上がる喜びを原動力に、
より良い社会を構築するために。
新しい価値を創造するために。

私たちは、大学を「心」と「知」と「行動」の拠点として、
地球規模で広がる課題に立ち向かいます。
1639年の創立以来、 貫いてきた進取の精神、
そして日々積み上げる学びをもとに、様々な人と手を携えながら、
誠実に地域や社会の発展に力を尽くしていきます。

豊かな多様性の中で、心と心がつながる。人と人が支え合う。
その先に、社会の新しい可能性が生まれていく。
龍谷大学が動く。未来が輝く。

You, Unlimited

龍谷大学の教育
あらゆる「壁」や「違い」を乗り越えるために、「まごころ」を持ち、
「人間・社会・自然」について深く考える人を育む。
それが、龍谷大学の教育のあり方です。

自分自身を省み、人の痛みに感応して、
他者を受け容れ理解する力を持つ。
人類が直面するリアルな課題と真摯に向き合う。
そして様々な学びを通じて本質を見極める目を養い、
自らの可能性を広げていきます。

龍谷大学　親和会事務局
編集：龍谷大学　親和会だより編集委員会
〒612-8577　京都市伏見区深草塚本町67
Tel：075-645-7888　Fax：075-642-8867
Mail：sinwakai@ad.ryukoku.ac.jp
https://www.ryukoku.ac.jp/link/parents.html

https://www.ryukoku.ac.jp/link/parents.html
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